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　　　　　　　 第 1 章　緒　　言

　性機能上位中樞 として の 硯床下部 の 役割は Moor
，
　Ha −

rrls ，　Hohlweg ，小 林等 の 卓越 した研 究に よ り漸次明か に

な り，「醐 辭
一
下 垂 体

一
卵巣 系 を機能的

一
単 位 と して 概念

ず け る こ とが 今 日で は常 識とな つ て い る．本系は性 ス テ

ロ イ ドに ょ る feed　 back　 Mechanism を 中 ，bに した 或

程度 の 自律性 を 持っ た 機能環 と し て 理解 さ れて い る が ，

同時 に 他 の 内分泌器 官や 自律柿経系と の 間 に 密接 な 関

連が あ る こ と も知られ て い る．形態学 を 主体 と した従

來 の 研 究法 に エ レ ク トロ ニ ク ス や 生化学的方 法 が 加 わ

り，動的 実 態 を 把握 し よ う と努力 さ れ る にっ れ て ， 本 系

の 持っ 複雜性が更 に 増 して來 て い る か に み える．間腦一一

下垂体
一

卵巣系の 機能 を紐織呼 吸 の 面 か ら追跡 した 報告

に は 笹野 ・木川等の も の が あ る が ， 今 回 ， 同種の 実験 を

行 い 若干 の 知見 を得た の で ， そ の 内 の 発情周期 に伴う変

動，老化に よ る生 理 的 な性機能脱落に伴 う変動 ， 更 に去

勢に 伴う変動の 三点にっ い て 報告す る．

　　 第 2 章 発情周期に 伴 う組織呼吸 の 変 動

　 1節　実験方法

　　 1項　動物に対す る 処置

　 〔1〕　 実験材料 Wistar 系成熟雌性自鼠で体昂：10〔戸

〜150gr．の もの を使用 し ， 室温飼育 飼料は 細麦 ・野菜

。煮干を用い 飼育及 び動物 に対す る処置 は 主 に小 山
L） ・

平岩
2 ）

等 の 著書を 参照 した ．予 め 2週 間 に わ た り腟 ス メ

ァ を 觀察 し周期 の 整 っ て い る もの を用い た ．発情周期 ぽ

4 〜6 日であ り ， 周期 の 分類 はLong ＆ Evansの 1期 を

発
’1青前期 （Pro・），　1 〜皿期 を 発

・1青其目 （Oest．），　W 共叮を発

情後期 （Met ，），
　 V 期第 1 日を 癸惰間期前半 （Dio．　a ），

第 2 日以降を発情間期後半 （Dio．　b） とした ．

　 〔2 〕　 屠殺方 法　　頚部切断法．

　 〔3〕　 剔出臓器　 （i）間腦
一Median 　eminence を

中心 に前方 は視神経交叉 ， 後方は乳頭体ま で と し ， 左右

は視索及び大腦脚 ま で厚 9 約 3rm を 剔出 し た．　 （ii）

下 垂 体一後葉 を分離 して 極 丿J前 葉 の み と し て 用 い た ．

（iii）卵巣　 （iv）子宮　 （V ）副腎　 （vi ）甲状腺

　 2項．組織呼吸 （Q ・
・ と言蠍 ）の 測定．

　 〔1〕　 突験裝置．　 高島商店製ワール グ 検 圧裝置 を

用 い
， 測定法は成書 に従っ た

3，4）．

　丸型恒温槽13本立 て の 裝置で ， 容器は 1個の 側 室及 び

副室 を有す る約10血1，容量 の もの を 用 い ，容器慎數（KO 、）

は 1，0G2　 Nl ．235 と な っ た ．

　 〔2 〕　 反応液

　　 （イ）　 主 室　Krebs−R三nger 氏 燐酸緩衝液0。9　 m1 ．

　　 （ロ ）　 副室　20％ KOHO ．2 皿 L　CO2 の 吸 収 面 積

を増す た め に 1。O　cn1× 1，5　cm の 濾紙を 挿入 した ．基質 と

して は0．02M の プ ド
ー
糖溶液0．1ml ．を 最初 か ら主 室 に

入 れ て お き，従 っ て 全液量 は 1．2ml ．とな つ た．

　 〔3 〕　 反応条件 　 （イ ） 3T．5℃ ， （P ） PH7 ．4

　 （ハ ）　 振盪回数　 100同1分の 半円孤式　　（二 ）氣

相 0 、 ユltmin・の 割合で 1 分間送 つ た ．
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卵 巣 系 の 組織 呼 吸 に 関す る研 究 日 産 婦誌15巻 6 号

　 〔4 〕　 組織切片の 調製．

　剔出臓器 は直ち に Krebs −Ringer 氏燐酸緩衝液で洗滌

后 ，

一
旦 は 氷冷の O．9 ％ KCL 溶液中に 保 ち氷上 に て 鋭

利な安全 カ ミ ソ リの 刀 で free　hand．で Sliceを作成 し

た ．初 期 は 切片の 一
っ
一

っ を 1   ， 日盛 方 眼 紙 を 用 い て

厚み を計測した ．成響 ） に は空氣相 を 用 い た場合 ， 切片

の 厚 さは0．21mm以 下でな くて は な らぬ とあ る が，慣 れ る

と 比 較的 容 易 に平 均 した値を得られ る よ う に な る ．更 に

誤 差を少な くす るぺ く ， 氣相 に は酸素を用 い た．試料 の

吊 は諸家 の 先例 に基 き種 k 試 み た結果，間腦12〜15皿9 ，

下垂 体 8mg 前後 ， そ の 他は 20  平均 を Torsionbance で

計測 した （濾紙上 で水分を 吸 い とっ た 後）．

　 〔5〕　 予備振盪關始 まで は屠殺後約 30分であ り，予

備振盪時間 ｝認 0分 と した 。

　 〔6 〕　 乾燥重量 の測定　60℃ ， 2郵寺間 乾 燥 後　化学

天秤で秤量 した ．

　 〔7〕　 酸素消費量 Warburg 物質代謝係数 を 用 い

た ．即 ち，

　　呼吸率 （QQ2） ＝ 消費酸素量 μ11乾燥重量 n図時間hr，

　 3項　標本 の取 り扱 い 。

　標本平均 （X）及 び 95％ の 信頼限界 を 求 め た ． （f．L）

　　 2 節　実験成績．

　　 1項　間腦の Qo、

　発清間期後半 15．61 ± 0．58T か ら発情前期 14．84 ±

0濯 41 に か けて 高 く， 発情後期 9 。71 ± 2．033 で最 低 を

示 した （表 1 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 表 1　 間 　 　 脳

表 2　 脳 下 垂 体

・・・・・・ ・… b・ … 一 … 引 M ・・

8．86　　　　8．03

7．56　　　　9．89111

．86
　i』 7邑一一　　

9・2e

I12．45　　111．68　　　　7．36

7．96　　　8．25

8．478

．448

，3310

．339

、25

嚢　　　　8．26　　　　9．01
f．1．　　　 0．625　　 1 ．1G6

10．70　　 12，47　　　8，64

13．48　　　12．35　　　8．42

13．0013

．7212

．51

13．5／　 E11 ．80

12．86
ユ3．83

1L ユ115 ．　3515

、7214

．］．6

12 ，35　　　13、179 ．08

1．167　　　1，493　…　 2．055

表 3　 卵　　巣

・… a ・1・ ・・ ・・・ ・・・・ ・・… ［M ・・

：

L．91些　 　 　 　 　 2，27
1

　 　 　 　 　 2．24　 3．ユ0

一
Xf

．1．

2．762 ．23

2．63　　　　2．31

3．423

．　073

．292

．543

．343

．053
．073

，35

　 　 　 　 3．343。26
　 　 　 　 　 　

− 1

　 　 　 　 3．733．　903

．833

．433

．033
．553

．723

．39

2、73　　　3．55

2．941

．488

・・・… 1・・・…

　 　 　 　 15．78］2．43

2・26　．．1− ．3・．10

0．ユ14　1　0．249

3．673
．53O

，175

3．283

．1．O3

．20

3．33O

．300
IPro

．

14．25

・es・− LM・t一

一
X

13．37
コ4．7014

，06i14
．29

14．5916

．1915

．9915

．49

ユ5．60

13．77　　 15．61
f．1．　　　　1，4950 ．587

14．3615

．4714

．54

13・61　」　9・7旦
／1．74　　1　8，34

／4．50　　　 9．75

ユ2．12　　　 8．38

15．ユ9　114，06

15．0714
．3715
．47

11．7812

．78

ユ4．18

12．37

14．84O

．441

12．4913
．35

ユ3，06　　　9．71

0．772　ζ　2 ．033

　 2 項　腦下垂体 の Qo 、

　発情前期
・12．33 ：辷1．167 か ら発情期 13。17 ± 1．493

に か けて 高 く， 発膺後期 。 発情間期では 低 い 値 を 示 し

た （抜 2 ）．

　 3項　卵巣の Qo，

　発
’
筒前其E3・10　± Oe249　発

‘卜蕎期 ，　3．53tiヒ0．1T5　，　発｛育

後 期 3．33± Gβ   0 と高 く， 発惰閲期後半2．26± O．Q62 と

低値を示 した （表3 ）．

　 4項　子宮の Qo2

　発情閲期前半 3．49± O．485 で 上 昇 が み られ た （蓑

4 ）．

　 5 項　副腎の Qo2

　発 ’卜青前丿毒目2・99：t：0．425　，　発
’19期 3．41：圭：0幽094　で上昇を

認 め た （表 5 ）。

　 6 項 甲状腺 の Qo ，

　発情前期 6．51± 0．87発情期6．2τ±O．620 と高 く，発憶

後期 4．42：ヒ0，952 で は低下を 示 した （表 6 ）．

　 2節 考案と総括
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表 4　 子　　宮

時　 永

　 −
D ・呵 ・ ・… i・… 1　Dee・・1M…

一
E−
一一

f．1．．

　 　 　 　 　 2．35　 4．09
一
鳶．05　 　 　 　 　 2．55

　 　 　 　 　 2．18　 3．28
　 　 　 　 　 2．48　 3，50

　 　 　 　 　 3．02　 3．55

3．492 ．52

0．485　　 0，389

2・41 「2・67 　
3・51

　 　 　 　 　 　 　 　 2．32　 　 　 　 2．232．50
　 　 　 　 　 　 　 　 2．11　 　 　 　 2．792．23
　 　 　 　 　 　 　 　 2．66　 　 　 　 2．342．33
　 　 　 　 　 　 　 　 2．44　 　 　 　 2．442．89

2．470

．3！5

2．472
．492 ．61

0、217　　　0．780

表 5　 副　　腎

1・ … −bi ・・司 ・es ・− M …

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．78　 2．π　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．47　 　 　 　 　 2．73

一
Xf

．1．

3．　001
．862

．641

．74

ユ．933
．29

2．460
．566

2．173

．253

．353

．213

．253

．OO

2．990

．425

3．493

．513

．43

　 3．41−
3．323

．423

．363

．493

．223

．41O

．eg4

2．682

．52

2．66O
．326

表 6　 甲　 状 　 腺

1・… −bl ・… 1… − M …

　4，55　　　5．36　1　4．97　「　4．93

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．03　 　 　 　 　 　 　 　 　 5．79・　 　 　 　 　 6．04　 4．086

．837

．294

，67

7．617

．626
．006
．246

．69

6．51

5．466

．215

．537

．547
．157

．256

、766
．08

4．644
、794

．71

器1， i謡1，1

463− 41

開
X1

」 と

5．481

．819O ．870

Ever’ett 等
「’）6丿に よれば 下垂体1H 分泌 を起 す 視 床下部

か らの 刺戟は発情前期 の 日 の 午後2 〜 4 時 に 生 じ ， そ の

後10〜12時間で排卵が 起 る とい うが ，Qo ， の 測定で笹野

T）
（」．959） 謝敷

9）
（1959） カx．Acetylcholine 様物質の

測定で Gitsch9，．　（1959）山日ヨ
lo） （1959）Call） （196ユ）

が ア ル カ リフ オ ス フ ア タ
ーゼ 測定で山Pt！2）

（1958）が い

ずれも 問腦 の 代謝が 発情前期 で peak ・を 示す こ と を示

して い る．

　本実験に お ける 間腦 Qez 値は 滝 口
13 ）

（1960） の行っ

た間腦 P32一摂販率の成績 と同 じく， 発情間期後半か ら発

情前期 に か け覧上昇 して い た ．

腦下垂体前葉の 性 腺刺戟能 が発情前期 に 増強する事は

Smith，
＆ Engele ； Schmidt ．以來諸家 の 認め る とこ ろで

あ るが ， 組織学的にもラ ツ テ 腦下垂体前葉の β一細胞 の 壗

基性顆粒は発情前期と発惰期 の 境 界 で増加す る こ とが知

られて い る
14 ）．滝 口

IS ）の P32 摂 取率 に よる 成績でも発皆

前期 に 上昇を認 めた が ，本実験に おける腦下垂体 Qo2値

は 発惰前期 か ら発情期 に か けて peak・を 示 した ・

　卵巣の Qo、 値 が家兎で は 交尾期 に 上 昇すζこ とが知

られ
15 ），白鼠卵巣の ps，

摂取率は発清期前后で上昇す る

とい わ れ て い る
13 ）17 》．一方で正常婦入の 尿中 Estrogen

は 卵巣期 に最高にな る とい う成績
16 〕と比べ る と き ， 性ホ

ル モ ン 分泌機能は性腺の 代謝と よ く側哘 す る こ とを示 し

て い る．

　 本実験に お け る卵巣 Qo殖 は発情期 か ら発情後期 に か

けて 上昇してい た．

　 Raab （1929） は 人子宮内膜 の 嫌氣性解糖が月経周期

に 応 じて変る こ とを 指摘した 力丶 以來 ， 子宮 Qo ，値は一

部 には宥意差を認め ない もの もあ る が
1S ）19 ）

） 多 くの 報告

者が子宮 Qo ，値 は性周期 に伴っ て変動す る こ とを 認め て

い る
2°）N2S｝．人内膜では増殖期及び分泌期 に 高 くな る こ

とを報じて い る者が多VhがgeS）NS5〕
， 白鼠では 発惰間期後

半とす る もの
221 ：7）

， 発情前期 とす る もの とがあ る
22
  本

実験 に お ける 成績では発情間期前半に上昇して い た．

　 副腎機能と性機能との 相関性は古 くか ら注 目さ れて お

り ， 性周期に伴う変動に つ い て k ，
ハ トの 副腎が 排卵 期

に 肥大す る こ とや
28｝，白鼠副腎が 発清期 に肥大す る こ と

が知 られ て い る
E9）SO ）．発情期に副腎皮質の 亢進あ る い ぽ

ACTH の 分泌増加の あ りそ うなこ と は ， 血 中好酸球

tWSI）B2 ｝，副 腎内ア ス コ ル ビ ン 酸
33
  　尿中 17−KS の変

　動
34） NSS ） ・等の 成績 か ら も窮え る．事実 ・木実験に於い

　て も ， 副腎 Qo 、 値は 発情期 て稿値を 示 した．

　　甲状腺機能 に関して も月経時に 甲状腺が 大 き くな ると

　い われ て い る
39 〕．1131摂取率に っ い て は 人の 月経周期 に

伴う変動 を認め て い な い 者が多い 力図棚 ’

  白鼠では発管

　期 に最大 に な る とい う
42）．また 基礎代謝率

43闘
（BMR ）

血清蛋白結合沃 度
43 ’　一‘7）

（PB エ）eこ 関す る報告では黄 体

　期 に 機能亢進を認め て い る が ， 否定的な 報告
43 ）もみ られ

　る．以 上 の よ うに性周期と甲状腺の機能にっ い て諸家の
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464− 42 間 脳 ・下 垂 体 ・
卵巣系の 組織 呼 吸 に 関す る 研 究

　成 績は
一
致を 欠 い て い る が ， 本実験では 甲状腺 Qo2値は

　発構前期 発情期 と上 昇傾向を認め た．

　　今 回 ，
Wistar 系成熟雌性 白鼠の 間腦．下垂体 ・卵巣

　
・
子宮 ・ 副腎 。甲状腺の QOz を 同時 に 測定 した 結果 ，

　問腦 Qo ， 値 ｝まi魯清間期後半〜発憐前期，下垂体 Qo、 値

　は 発情前期〜発情期，卵巣 QOz値 は発情後期，子宮 Qe ，

値 は 発情間 期 前半 と peak が 発情周期 に伴つ て 下行性伝

達 を 示 す こ とを知 り，更に副腎 ・甲状腺 の Qo、 値 は発

情期前后に亢進 し ， 活発 な生活々 動の裏附けとな っ て い

　る こ とを觀察し得た．

　　　　第 3 章 更年期雌性白鼠 に よ る実験

　　1節　緒言及び実験方 法

　 前章 に於 い て 間腦 ・下垂体
一

卵巣系の Qo ， の peakが

発情周期に伴い 下行性 に移行す る こ とを 觀察 し た が ，
こ の 事実は性機能と Qo 、 とが密接に 鬨係して い る事を

示 して い る．然 しな が ら性 ス テ ロ イ ドの 呼吸代謝系 に お

け る作用機序 は幾っ か の 総説
4［’）一「J7 ）

か ら屯 窮 え る よ うに

不 明な点が 多 く， あ くま で髄伴 して 起 っ た 生 体反応の 終

末的産物であ る 点 を常 に 留意す べ き で あ る．本章では老

化 に伴つ て 起 る卵巣機能の 生 理的脱落が 間腦 ・下垂体 。

卵巣 ・系及び副腎 ・
甲状腺の QQ、 に与える影響を猷察

し，Qo， は 性機能以 上 に 老化とい う全身的条件に 左右 さ

れ て い る こ とを 知っ た ．次 い で Estrogen．（Est．と記

載）及び近年老 人 医学で脚光を浴びて い るパ 卩 チ ン を投

与 し ， 若干の 知見 を得た．

　実験材料 は前章同様 の Wistar 系雌性自鼠で生 后 1 年

半〜 2 年 ， 体重 230〜 250畔 約 2週間 にわた リ ス メ ア

を翻察し発惰周期 の 乱 れ て い る もの で発情期 を 示 す もの

を選んで使 用 した ．Es 亡．は Estradiol．　benzoate　100γ

を 0・2　C・C・P ・・pyren ，　Glyc。L に溶解，パ ロ チ ン は 1
  を0．5cc 生 理 的食塩水に溶解して い ずれも 1週間連続

皮下投与 し ，　最終投与后 6時間で屠殺 した． 対照 に は

工00gr・前后の 発柞彗期群を用 し、た ．

　 2 節．実験成績．

　　 王項，　 閥腦 の Qo 、

　間腦 QOz値は対照群 12．21 ±1．343 に 比 し て 更年期

群 では10．11 ± 1。706 と低下 して い るが ，
Est，100γ ，

1 週間投与で10，93 ± 2．40T パ ロ チ ン 1   ，1 週間投与

で1L17 ± 3．428 と一
部の 恢復 を み た が，両者が 併用す

る と偏差 が 少な くな る こ とを觀察 した e

　　 2項，　 腦下垂体 の Qo 、

　腦 下垂 体 の Qo、値賦対照 ev
’
　12．12 ± 1．266 に比 して

更 年期群 で は 8．69±1．726 と低下 して い る が Est．　 leo

F
表 7　 間　　 脳

日 産 婦誌 15卷 6 号

　
一尸

．
三
f

対 照

．
F

）

鄭

酎

12，5210

．6712
．68

階1朧1

　　　　 更 室避

眺麗蝕∵薩蘯
　　　　

‘
15．91　　　　　　　　11σ．78

11，9813

．1812
．2i

一

8．60

一！2・12

　 9．30一
i6．／1

9．G813

．　028

．　801e

。93　　　 r

蓼。71

11．20　　　ユ1．99
9．36　　1｛〕．88
10．18　　111 ．23

9．221

！＝1712

，08

］．343　　　1 『706　1
11，39

3 ．428　10 ．761

表 8　 脳下垂 体

年

）

　

対

更

（
慣寸

」
X

．
9．71

更 年 群

1k’il−，：L
Est，ユ00

パ Pt ヲ
1

ソ バ 1 皿9十

1・ 司 週 当 週 馳鴇

11．85

ユ2．28

工2，30

9。467
．66

1三・3912 ・15
「一弖・壁二

10．08　 　 　 　 13．00　　12．15
9．88　　　10．49　　　10，72

6．78　　　13．05
9．83　　 11．O工

rt　 　 12．12　 　 　 　 　 　 　8．69　　　11．08
f・］’L1・憙齎 1

−
1．726．「1．576

9．559

．8111
．00

gll19
．029

．97

　　　　　　　　　　　　　　　　1・8721 ・779 亅
γ ，パ ロ チ ン 1   の 単独及 び合併投与 1 週では い ず れ も

恢復傾向を認め た が ．無効例も含耋れ て お り合併投与 が

特 に有効と い うこ と は な か っ た （表 8）．

　　 3 項，　 卵巣の Qo2

　卵巣 Qo 、値は対照群3。50± 0。500 に 比 して更年期群で

は2．35±0．314 と低下 して お り，Est．投与群で恢復傾向

を認め た が ，パ ロ チ ン に よ る 影響は 觀察 し得な かっ た．

（表 9）

　　 4項 ，　 子宮の Qo 、

　子宮 Qo，値 は 対照 群 2．65±D．3341 こ比 して更年期群

で は 2．47± 0．620 と低下 して お り Est．投与では恢復傾

表 9　 卵　　巣

熏
｝
F入一

対 　 照

3．203

．362
．973

．854

．133
・50　10

、5001

　　　　　　　　更奪群

蟹脚 聴 乱漏糖
1・961gtLt ］「− 1・99　 L　2・93
2．67　　　3．30　 　 　 　 　 　 　 　 2．32　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．73
2．422 ．902 ，奮

一

2．342
．含5

−
「3．803

．．77　　　2．87

2．35
  ．3143

．370

．6121

2．08

一
面 f2
，482

．55

1…ll、 じ講、1
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表 10　子 　　宮

一
Xf

．1．

対　照
更 　年・

（対）

2．70　　　2，22

2．80　　　 2．73

2．41　　　 3．22

2．45　　　　2．05

2．91　　　 2．1．1

2．65

更 年 群

Est．1DO
γ
一→ユ週

3．772
．503

．482

．772

．78

0．3342

．47　 　 　 　 3．06

0，6201D ．673

パ ロ チ ソ

1 皿9
− 1 週

　3．612
．992
．072

．332

。012

．600

．673

パ 1 皿9十
Est ．100
　→ 1 週

　 2．312
．192

．583

．573

．122

，750

．7コ8 ，

塾

表 11　 副 　　腎

対 　 照 　　　 更　年

3．462

．792

．982
．443

．88

　 文
一．一．＿t．＿ I
　 f．1，

3．　110

．703

1．331

．861

．771

．652
，411

．800

．547

表 12　 甲　 状 　腺

対 　 照 史　 年

熏

7．257
．724
．　087

．896

．816
．75

f．1． 2．108

4．885
．134
．　323

．994

．984
．660
．600

向を認 め るが ，パ ロ チ ン に よ る影響は 觀察 し得な か っ た

（麦 10）

　　 5 項，　 副腎の QOz

　副腎 Qo 、 値 は対照群3．工1± 0．703 に比 べ て 更年期群

では1．8〔｝：ヒO．597 と著し く低下 レて い た （表11）．

　　 6 項，　 甲状腺の Qo2

　甲状腺 Qo2 値 は対照群 6．75± 2．10B に比べ て 更年期

群では 4．660 と低 下 して い た （表12）．

　 3節　考按と総括

　　 1 項，　 更年期 に 於ける 間腦
一下垂体

一
卵巣 系

　 「更年期」 の 定義 を 九 鳴 の 「閉経前后の 内分泌環境 が

異常 に変動す る時期 」
ss ）と し ， 発渚周期 の乱れ た 生 盾 1

年半以 上 の 白鼠を以 っ て 実験材料に当て た ．

　更年期 の 性機能に関す る 諸家 の 報告は一
致 を 欠い て い

る が，Zondek59）
（1931）は初期 をこ卵巣機能 の 亢進が起 り

（Das ．　pS）11y．folliculine　Stadium）次 い で減退 し　（Das

Oligo−folliculicline　Stadium ）最后 は Gonadotropin （G

と略）の 過剃期 に 移行す る と して い る （Das ，　polyprolane

Stadium）こ の 時期 の尿中 G ，特に FSH が 増加して い る

こ とは 多 くの 報告者の
6°）’”67 ）

の 認め る 処 であ るが，本実

験では 間腦
一下垂体系の Qo2 値は 全般的に低下 して お

りG の尿 中に お け る増加が必ずしも本系 の 機能亢進 と結

び っ け られ な い こ とを知 っ た ．

　 2 項　更年期 に於ける 副腎及 び 甲 状腺 の 変化．

　更年期に於ける副腎の 重量 は増加 し
es ）

網状層の 機能 が

優勢 に な る とい われて い る
6Y ）．こ れ は性 ホ ル モ ン の 減少

に痒っ て 増加 した G が 副 腎に 作用 して Corticosteroidよ

りもむしろ代償的 に性ホ ル モ ン を分泌 させ る た め だ と

考 えて い る者 もあ る
70）．17−KetostereidはACTH の増

量 に よ り
一過性 に増加 し

71 ）72 ），次い で G増量 に伴う恐 ら

くは Selye の 偏奇現象とでもい うべ き ，
　ACTH の 減少

が 起 る ら し Tuh73 ）．本実験 で は副腎 Qo2 値は対照群 に 比

して 低下 して い た ．

　更年期の 甲状腺機能に は
一

定 の変化な し とする者が 多

い DS’‘｝7S），機 能亢進 を報ず る も の
S61　一’M

， 機能低下 を 報

ず るts791　
e°）とあ り　

− Skを欠い て い る．　　　　 ・

　本実験 では 甲状腺値は Q。 z 対照群 に比 して 低下 して

い た．

　　 3項 　更 年期 に対す る 唾液腺 ホ ル モ ン の 影響．

　パ ロ チ ン の 婦人科領域 に於ける利用 にっ い て 2 ，3 の

総説
81閣

が試みられて い る が ， 性機能との関係を扱っ た

基礎的研究は散見 さ れ る 程度である．赤須
ss）

（1955）は

Wistar 系白鼠に パ ロ チ ン 1   7 日速続投与 して 卵巣重

量 の輕度 の 上昇とFSH 様 の 卵胞成熟作用 を認めたが 発

情周期 には影響な しと報 じ，野村
s‘）

（195T）藤井
s3）

（1959）

の 成績で も成熟白鼠の 周期 に は余 り影響な くむ し ろ 幼若

白鼠の 性成熟 に 関係がある しい ．本実験では更年期白鼠

の 閥腦下垂体系の Est．値は バ ロ チ ン 工皿g　1週間投与で

恢復す る例 が あ っ た が ， 卵巣 ・子 宮の Qo ，値に対して は

意味が な く， 従 っ て性機能に対す る 特異性 は な さそ うで

あ る．しか し栗本
B3）

（1958）は進行性筋萎縮症 にパ ロ チ

ン を 投 与 す る と尿中 EST が 増量 し，更 にパ ロ チ ン とE

ST の 合併投与 に よ り正 常値に 復す る こ とを觀察 し て い

るが ， 本実験 で もパ ロ チ ン 1   に Est，1 e γ の 併用 が 問

腦 QOz の 修復に有効であっ た 事 は ，更年期症候群 の 治療

にパ U チ ン と性 ス テ ロ イ ドの 混用が突用化 さ れ る可能性
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466− 44 間 脳
・

下 垂 体
・
卵 巣 系 の 組 織 呼 吸 に 関 す る 研 究 日 産 婦 誌 15卷 6 号

が あ る ．

　　　　　　　 第 4章　去勢実験

　 1節 緒言及 び実験方法 ．

　人為的に卵巣機能の 脱落 を計り， 間腦下垂体 ・卵巣系

及び副腎 ・甲状腺の Qo ， を 測定 した ．

　発情期 にある 工OO〜 150grの Wistar 系成熟雌性 白

鼠をIE中切開で卵巣剔除し ， 術后 1 ・2 ・3 ・4 週后 ・

1 部 は 8 週后 ・6 カ 月 后 に屠殺した．

　実験動物 は 次 の 6群 に分けた ．1群 ： 対照．2 群 ：試

験開腹 ， 3群 ：卵巣保存，子宮剔除 4 群 ：両側 卵巣及 び

子宮剔除 ， 5群

’
：両側卵巣剔除 ・子宮保存，6 群 ： 片側

卵巣剔除．

　2 節　実験成績．

　　 1 項　問腦 の Qo，

　両側 卵巣剔除群 （4）e

（5）の 間腦 QOz 値 は 試験開腰

群 （2 ） に 比ぺ て 3 週 ・4 週では低下 して お り 8週で恢

復し 6 ヵ 月に は低下 して い た．片側卵巣剔除群 （6）でも

4 週 で 同 様 に 低下 し，8週 で恢復傾向を 示 した （表13）．

　 2 項　腦下垂体 の Qo ，

　両側 卵巣剔除群 （4）・（5）の 腦下垂 体 Qo 、 値 は 試験

開腹群 （2）に比 して 低下 して い た ．また 卵巣保存 ・子宮

捌除群 （3）では ユ週
・2週 と促進的であ つ た ．片側卵巣

除去群 （6）でも4 週で 低下 し 8 週で 恢復傾向 を 示 した

（表14）．

　 3 項 　残 存 卵 巣 の Qo ，

　片側 卵巣除去 に 際 して 残存卵巣 に お け る Qo、値は 4

週 。8週共 に対照群とほ ぼ 同値を 示 した （表 15）．

　 4 項　副腎の QG ，

表 13 問 臓
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表14 脳 下 垂 体
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表 15　卵 　　巣

片側 卵 巣

剔 除 群

　（6 ）

り
Xf

．1．

門、劉 ・ 週 ［・ 週

　 　 　 　 　 3．95　　　 2．97　 3．144

，31

　 3．42−
3．613

，483

．59

3．61　　　　3，30

3．483

．792

．893
．54

0．713　　　0．542

3．553

．244

．693
．55O

．832

　副腎 Qo ， 値 は 両側 卵巣剔除后 2 週 で は 試験開腹群

（2＞に比 して有意に亢進 して い る が ， 以 后は変化に 乏 し

い が ， 6 カ 月 后では 低下 して い た （表 16）．

　 5項　甲状腺 の Qo2

　甲状腺 Qo2 値 は 去勢群 （5）と試験開腹群 （2）との 間

に
一
淀 の 関係は 認 め られな か つ たが ， 対照群 に 比 して 全

般的 に低下 して い た （表17）。

　 3 節　考案と総括 Qo2

　 1 項　去勢の 間腦
一
下垂体系に及 ぼす影響．

　去勢に際して は ， 雌雄の 別 な く腦下垂体前葉の β細胞．

が 増加増大 し ，
α 細胞 の 減少並 び に β細胞の あ る も の細

1

胞質中 に膠様物質及び空胞が出現して くる事は Fichera・

（ユ904）以來多 くの 報告 が あ り， こ れ らの所謂去勢下垂依

の 成 立 に は約 2 週間を要するもの とさ れ ， 近くは伊藤
τン

（1960）もこ れを確認 して い る．従來の 見解 に よ れ ば

こ の よ うな 形 態的変化 に伴 い 下垂体前葉の 性腺刺戟性 は

亢進す る とす る報告が多 ぐ
゜）’“ss 〕9°）

， 松【⊥【。後藤 の バ テ

ビオ ーゼ に よる 現象も去勢下垂体 の 機能亢進の た め と考

え られ て 來 た
鋤 ．ま た 尿中G 測定 でも ， 特に FSH の 1瞭
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表 16　副 　　腎

開

　

）

験

群
2

試
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Xf

，1『

卵
除

保

　
）

側
剔

宮

群

5

両

巣

子

存
（

1一三＿
If．1『

1璽、野ト・ 週
12
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表 ］7　 甲　 状 　腺

「
対　照

（1 ）

轢
開

（2 ）

17・2517
．724

．08

巨 週 ・ 翻 週 ・ 週 ・ 胡

　　　　　　　　　 4．851　　
’

　 　 　 　 　 　 3．805．87　…6，01
7．21　　4．29 （．79

4．38

7．89　　5．245

．68　
．
4．82

弖旦．1．並」31．
　 　 　 5．184．91

6．41

一
Xf

．］．

荷側卵
巣 剔 Fit
．子 宮 保

存群

（5 ）

一
Xf

．L

6，81　　6．06
6．75　　5，75

7．O／

5．40

2．108　」．29810 ，967

〃

一
6．58　18．12
3．79　14 ．05

3．995
．084

．445

．08

6．0工
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5。01　　 ’

4．75 　　5．86

0．708．1．161
6．　eg　 　 　 3．31
5．72

5．101
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6．75　　4．91
2．108　1．866

4．854

．885

．28

5．11　．5．55

4，99　　6．36　1
　 　 　 　 　 1
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2．001iO ．728、

3：扁

4，233

．894

．／8
6．02　　4，11
　 　 　

5．01　14 ．11

1．1564 ．00　61

カllが報告され て い る
6E ）［’2）93 ）．稀 に は 刪 1矚 （1934）　の

よ うに性腺劍戟性 は 去勢 に よ り低下 して い る とい う者 屯

あ るが，大部分の 報告 か ら去勢下垂体 の 成立が，G の 生 産

：及び放出の増大を意味す る こ とは動 か し難 い か の よ うで

あ る。また発清周期で代謝の 亢進 して い る 時期 に腦下垂

体 の β細胞 中の 塩基性顆粒が 増す
1”）

とい うこ と｝よ，腦下

垂体の 形態学的変化が組織代謝 とよ く平行 して い る か の

印象 を受け る．とこ ろが 去勢に際して の 成績 を み る と 必

ず し もそ う とは 云 い 切 れ な い ．即 ち，腦 下 垂 体 P3 匕

撰 取

率 ば館野
9の

（1959） に よれば 去勢后43日で有意な変化を

認 め ず，滝 口
LS ）

は 正 常範囲 を 下廻 っ て い る とい い ， 腦下

垂体 Qo ， 値に っ い て も川 口
9E ，

（1957） は去勢后 2 週間

で亢進，木川
97 ）

（1960） は家兎 で 去勢后10 日 。20 日 と低

下す る と し
， 井上

ge ）
（1960）は 2 日で抑制 され 2 週間で

恢復す る と
一

致を欠 いて い る．本実験 に於け る腦下垂体

Qo 、 値 は 去勢后 4 週 冒 で 低 下 8週 H で恢復して お り，去

勢下垂体 を代謝亢進像とは云 い 難 く ，
こ の 事は た と え G

の 生産分泌 が 亢進 して も組織代謝 と必ず しも平行 しな い

事を示 して い る．

　 更 に 上 位 の 間腦 に つ い て は性機能に関連あ る部分を選

擇的に測定 し得る段階には到 っ て お らず，現状では間接

的万法で推測す る しか 手段が な い ．白鼠閤腦 の P32 摂取

率 は 館野
95 ）

（1959） に よ る と去勢43日 で 高度 に 亢進す る

とい うが ，滝 口
13
切 成績では 正 常範囲 に留 まっ て い る．

間腦 Acetylcholipeの 変動に っ い て は桑島
99）

（1957）は

亢進 を関
11 ）

（1961） は 4 週 で 低 下 を 報告 し ， 間腦 Qou

値 で は木川
附

（1959） は家兎で去勢工0口20日 と漸次上 昇

す る とし，笹野
『〕

（1959） の 成績に よ れ ば 去勢白鼠では

対照 よ り高値を 示 し て い るが 週 を経る にっ れ て減少 し対

照値 に近ずい て い る．

　 また 謝敷
！｝

（1959） は 2 週 ま で上 昇す るが ，4 週 で ぽ

調制され る と した．本実験で間腦 Qe ， 値 は 去勢后 3週

・4 週では低
’
ドし 8週 で恢復領向を みたが特 にそ の 上昇

は認め られ な か っ た．こ の 事は 去勢下垂体が た とえ G ，

の 生産放出 の 増加を意味す る として も，間腦 の 組織代謝

は腦下垂体と同様に亢進 して い る とは い えない こ と を知

っ た ．

　 2 項 去勢の 副腎 ・ 甲状腺に 及ぼ す影響．

　 Hataiioo） 〔1914） に よれ ば 自鼠の 両 側 卵巣剔除 に際 し

て ， 副腎の重量は減少す るが，そ れは皮質機能亢進に よ

り退行細胞 が 増すた め とい う
’° 1），赤須 に よれ ぱ去勢后 2

週で増大 し，50日 ， 工00 日 で著 し く縮少 して い る
’cz ），尿

1
．
「1の 17−Ketosteroid　lま去勢后

・一一
時的 に低下 するが次第

に増量 して 正 常範囲 に復す る ら し い
37 ）3s ）7L ｝lc3 〕．副腎Qo 呂

値 に就 い て は 川 口
961

（1957）は 成熟白鼠 で 去勢后 の 減少

傾 向を認 め て い る が ， 本実験では 試験開腹群に比 べ て 去

勢后 2 週での み 上昇 して い た．

　卵巣劉除の 甲状腺機能に及 ぼ す影響を調ぺ た報告も多

し   　Kippen 　＆ Loebio，i）　（1936）　iこ よ る と膠質停1帯 ，　婁鼠

胞上皮扁 平化とい っ た所謂去勢 甲 状腺とい うべ き機能低

下像が 10〜28日 に
一

過性 に 出現 す る と い うが，批判的 な

もの の 方 が 多 い
lc3 ）10 ，s）． 11s1取摂 率 は減 少 す る とい う者

と
1°7），影響 な し とす る者 が あ り

1働 一
致を欠い て い る．

本実験に於 い て は 甲状腺 Qo， 値は 去 勢群と 試験朋腹群

との 問 に
一

定 の 関係はな い が，対照群 に 比べ て は抑制的
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■

■

亀

●

であ り ， 去勢后 6 ヵ 月では低下して い る処か ら， 山本
工 

（1956） の い う よ うに
一
定 の関係は な く ， 時閲の 経過 と

共 に 低下して くる 場合が あ る とす る の が 妥当な よ うであ 、

る．

　 3 項　片側 去勢 の 影響

　古 くか ら片側 卵巣 剔除 に際レて 残存卵巣の 代償的肥大

が 白鼠
1・・o〕 ・家兎

111 ，
等で報告 され て い る． しか し本実験

で Qo ，を測定 して み る と， 片側卵巣去勢后の 影響は 術后

4 週，8 週 に於い て は 間腦
一

下垂体 の機能亢進は み られ

ず ， ほぼ 両側卵巣捌除 に際して と同 じ傾向 を示 レた とい

う事は ， 減少した 性 ス テ ロ イ ドtt一残存側 で代償して い る

とい う事はな さモ うであ る．

　　　　　　　 第 5 章　結　 　び

　 （1） Wistar 系成熟雌性白鼠の 間腦一下垂体
一

卵巣

子宮 の Qo、値 は発惰周期 に伴つ て 変動し ，
ピーク が下行

性 に移行す る こ とを知 っ た．副 腎 Qo2値が発惰期 に ， 甲

状腺 QCI2値は発情前期 。発惰期と上昇 して い た．

　 （2） 生 后 1 年半〜2年 の Wistar 系雌性 白鼠 では 同

じ発惰期 の もの を選 ん でも生 后70日前后 ，　 ヱ00gr 平均

の対照に 比べ て ， 間腦
一

下垂体
一卵巣

一
子宮副腎，甲状

腺と低下 して い た．Est。100γ 1週投与では系全般 の恢

復傾向を觀察出來 た が ，パ ロ チ ン 1mgに よ る恢復は 中樞

で の み認め られ ， 性機能に対す る 特異性 は な か つ た．

　　（3） 両側卵巣剔除では 間腦
。下垂体 の QQ羶 は術后

4 週で低下 して い るが ， 8週 で恢復 し て い た ．副 腎 Qo ，

は 2週で上昇，甲状腺 Qo ，値は全般的に 幾分低下 して い

た ．

　　（4） 片側卵巣捌除でも ， 間腦
一

下垂体 の Qo、 値は

4 週で低下 し ， 8週で恢復して お り残存卵巣 Q 。 、 値に

は有意な変化は認め られ な かっ た．

　　（稿 を 終 る に 当 り，終始 御懇 篤 な 御指導 と 御 校 閲 を 賜

つ た 恩師御 園生雄 三 教 授 に 感 謝 し ま す ．）
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